
 

 

 

 

 

 

 

 

  高分子材料の配向評価法 
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材料-PP¥2007-10-11－Polypropylene(BoxLunch)-NO2¥2017-10-11-再評価 



概要 

 高分子材料の配向評価として１軸配向材に関して繊維試料台を用いる方法がある。 

しかし面配向を含む材料では不向きである。最近２次元ディテクタを用いる事もあるが、やはり 

面配向材では評価は出来ない。軸配向に２次元ディテクタを用いる場合、子午線方向（ＭＤ）の 

評価は出来ません。このような場合、やはり古典的であるが極点図評価法が用いられる。 

Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅに極点図による配向評価を紹介します。 

評価方法として、 

回折プロファイルから配向状態を把握する 

材料の吸収係数を測定する 

透過極点図を測定する。 

極点解析 

ＯＤＦ解析 

Ｅｒｒｏｒ評価 

ＯＤＦから方位計算 

測定されていない｛００１｝極点図をＣｒｅａｔｅし、配向状態を評価 

を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



回折プロファイルから配向状態を把握 

 試料台を透過配置で測定 ＤＳ：０．１ｍｍ ＳＳ，ＲＳ：１ｍｍ 

  

  青：MT  赤：TD 

材料３枚重ねによる吸収測定（μｔ） 

 Ｓｉの回折線強度を測定し、更にＳｉと検出器の間に試料を配置し試料による減衰回折線を測定 

Ｓｉの積分強度      試料を通過した減衰回折線の積分強度 

 

 

試料３枚重ねの吸収を計算する。 

Ｓｉ Ｓｉ＋ＰＰ Ｉ／Ｉｏ 

605158.7 568973.4 0.940205 

   

 ut= 0.061657 

  ｕｔ＝１近くにすると補正量が少なくて良い結果が得られます。 
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極点測定 

 40kV-40mA  DS:0.1mm SS,RS:1mm α、βStep:5deg βspeed:180deg/min 

  

高分子用バックグランド除去（α毎にβ方向の最小値を使用）と吸収補正を行い、規格化を行う。 

 

 

 極点図外周付近の極密度がアップしています。 

ＯＤＦ解析後の再計算極点図 

  

  

 {040}極点図の中心に強い極があり、｛０１０｝＜ｕｖｗ＞が主方位の可能性があります。 



Ｅｒｒｏｒ評価 

  

 バックグランド削除に若干の問題があります。 

  

 入力極点図に比較すると 

  ｛０４０｝と｛１１０｝は、外周部分が低く計算され、 

  逆に｛１３０｝は外周部分が高く計算されています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析結果 

 

｛０１０｝＜００１＞が主方位と計算されます。 

ＮＤ方向の逆極点図    ＭＴ方向の逆極点図 {００１}⊥ＭＴ 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ ｛００１｝⊥ ＭＴが３５％と計算されます。 

 

<001> 

40deg 



｛００１｝極点図をＣｒｅａｔｅし配向関数を計算する。 

 

Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエア（全極点図データで計算） 

 

ＰｒｅｆｆｅｒｅｄＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエアで計算(極委点図の外周のみで計算) 

 

半価幅は半分で計算されています。 

ゴニオメータで測定された透過領域ではデータの欠落はありません。 


